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研究成果の概要（和文）：本研究では，高等教育機関で学ぶ留学生に要求される，アカデミックレベルの第二外
国語に関する学習過程をモデル化し，言語学習スキルの向上に役立つ学習戦略を体系化すると共に，それぞれの
留学生の言語能力や学習習慣，学習状況などの特徴に応じた学習環境を提供できるシステムを開発した．学習環
境の開発にあたっては，様々な学習戦略を支援するための構成要素をシステム上のオブジェクト(部品)として実
装することにより，これらの組み合わせや再利用を容易にするオブジェクトマッシュアップアプローチを実現し
た．また，いくつかのケーススタディを通じて，提案手法がリスニングスキルの向上に一定の効果があることが
示された．

研究成果の概要（英文）：In this research, we have modeled a learning process on the second foreign 
language with the academic level, especially required for international students studying at higher 
education institutions. We have also organized learning strategies and tactics useful for improving 
language learning skills. Applying the proposed model, we have developed a learning environment 
which enables the students to customize the learning environment based on their learning habits, 
situations, and characteristics. For the prototype system, we have implemented an object mashup 
approach that facilitates combining and reusing the learning objects to support various learning 
strategies and tactics. Through a couple of case studies, the proposed approach indicated an effect 
on improving the skills of second foreign language learning.

研究分野： 教育工学，学習工学

キーワード： 知的学習支援システム　第二外国語学習　学習ストラテジ　学習タクティクス　オブジェクトマッシュ
アップ
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１． 研究開始当初の背景 
高等教育機関で学ぶ留学生にとって, 大

学や大学院における母国語以外の講義・研究
指導に実際に対応できる言語能力（アカデミ
ックセカンドランゲージスキル）を向上させ
ることは非常に重要な課題である．第二外国
語に関する文法・語彙・読解に関する能力が
優れた留学生でも，実際の講義の場面で講師
の専門用語や話し言葉が聞き取れないとい
うケースや，研究成果の発表において適切な
論文表現が困難であるというケースが知ら
れている．近年ではこれらを一種の転移可能
な技術（トランスファラブルスキル）として
集中的に学ぶコースも高等教育機関で増加
しつつあるが，一方で，学習者自身が経験・
失敗する中でボトムアップ的に学ぶことも
言語能力の向上には重要な役割を果たして
いる．また，Massive Open Online Courses 
(MOOCs)に代表される高度な教育・学習のた
めのコンテンツがWeb上などで整備され始め
ており，時間的・空間的な制約に関わらず，
言語能力を主体的に向上させるための環境
が整いつつあるのが現状である． 
しかしながら，こうした主体的な言語学習

を成功させるためには，学習者が効果的に言
語能力を向上させるための能動的な方策で
ある学習戦略(ストラテジ)を適切に選択し，
適用することが必要となる．例えば，「聴解」
学習におけるストラテジとしては，学習の計
画やモニタリング・評価などといった学習を
統制するプロセスを対象としたメタ認知ス
トラテジ，個々の学習課題に直接関与する認
知ストラテジ，学習者の相互コミュニケーシ
ョンに関与する社会的ストラテジ，という 3
種類のアプローチが知られているが，アカデ
ミックセカンドランゲージスキルの主体的
学習を通じた向上という観点からは，それぞ
れのアプローチに対して，以下の観点からの
支援が必要不可欠である． 
(1) メタ認知ストラテジの意識的な運用：メ
タ認知ストラテジを意識する習慣が乏しい
と，積極的に運用する負担が大きくなる． 
(2) 認知ストラテジの適応的な活用：状況に
応じて効果的な認知ストラテジを学習者自
身が適切に選択することが困難である． 
(3) 社会的ストラテジの実践的な環境：講義
や研究指導と並行して，第二外国語でコミュ
ニケーションを行う機会を作り出すことが
難しい． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，高等教育機関で学ぶ留学
生に要求される，アカデミックレベルの第二
外国語に関する学習過程をモデル化し，言語
学習スキルの向上に役立つ学習戦略を体系
化すると共に，それぞれの留学生の言語能力
や学習習慣，学習状況などの特徴に応じた学
習環境を提供できるシステムを開発するこ
とである．学習環境の開発にあたっては，
様々な学習戦略を支援するための構成要素

をシステム上のオブジェクト(部品)として
実装することにより，これらの組み合わせや
再利用を容易にするオブジェクトマッシュ
アップアプローチの実現を目指す． 
本研究の特徴は，従来の特定の学習戦略に
基づいた支援システムと比較して，複数の学
習戦略を対象とできるプラットフォームの
拡張性に加えて，学習戦略の構成要素を学習
者が自由に組み合わせることによって，新た
な支援機能を利用することができる点に大
きな意義がある．また，学習中に意識すべき
学習戦略が学習環境に埋め込まれるため，学
習者のメタ認知的な負荷が軽減され，より効
果的な学習環境を実現することが期待され
る． 
 
３．研究の方法 
提案するアカデミックセカンドランゲー

ジスキル学習環境は以下に述べる3つのステ
ップを通して実現した． 
(1) アカデミックセカンドランゲージスキル

学習における学習戦略モデルの構築 
アカデミックレベルの第二外国語能力を

向上させるために，従来研究で提案されてい
る学習戦略を実際に運用するための手法や
プロセスを，メタ認知ストラテジ，認知スト
ラテジ，社会的ストラテジに分類し，学習戦
略モデルとして体系化した． 
(2) 学習支援オブジェクトの実装とオブジェ

クトマッシュアップアプローチの開発 
様々な学習戦略モデルに基づいて支援機

能の構成要素をシステム上の部品(オブジェ
クト)として実装するとともに，Web 上のコン
テンツとこれらの組み合わせや再利用を容
易にするオブジェクトマッシュアップ環境
を Web サービスとして開発した． 

 

図 1. オブジェクトマッシュアップアプロー

チの概念図 

 

(3) 社会的ストラテジ実現のためのプラット
フォーム開発と適応的な学習支援機能の
実現 

学習者間の相互コミュニケーションは，言
語能力の向上を促進する重要なストラテジ
の一つであり，本研究で対象とする主体的学
習環境とも適切に組み合わせる必要がある．
本研究では，学習者間のコミュニケーション
のための基盤に加えて，他の学習者のオブジ



ェクトマッシュアップとの比較を行うこと
により，語学スキルの学習活動を持続的に活
性化させた． 
また，それぞれの学習者が生成した支援機

能としてのオブジェクトマッシュアップを
学習戦略モデルと対応付けて蓄積・分析する
エージェントを開発するとともに，学習戦略
モデルに加えて学習者の状態や能力に応じ
た支援機能の提供を実現した． 
 
４． 研究成果 
(1) アカデミックセカンドランゲージスキル

学習における学習戦略モデルの構築 
本研究では，アカデミックセカンドランゲ

ージスキルの対象として，リアルタイム性が
高く，自分のペースで学習することが難しい
「聴解力」に注目し，学習ストラテジを運用
する際に行っている手法やプロセスである
学習タクティクスについての関連研究を調
査した．さらに，①学習の計画やモニタリン
グ・評価などといった学習を統制するプロセ
スを対象とした「メタ認知ストラテジ」，②
個々の学習課題に直接関与する「認知ストラ
テジ」，③学習者の相互コミュニケーション
に関与する「社会的ストラテジ」，の 3 つの
学習ストラテジとの10種類の対応関係を図2
に例示するように整理した． 
 

 
図 2. ストラテジ-タクティクス対応関係例 
 
(2) 学習支援オブジェクトの実装とオブジェ

クトマッシュアップアプローチの開発 
本研究では，学習ストラテジモデルで記述

された学習タクティクスの構成要素に対応
する支援機能の様々な部品に当たるものを
学習支援オブジェクト群と呼び，図 3で示す
ようなコンセプトに基づいて支援システム
上で独立した 16 種類の Web サービスとして
実装した． 

 

図 3. オブジェクトマッシュアップの概念図 

 
さらに，支援システムのフレームワークと

して Microsoft ASP.NET MVC を採用し，それ

ぞれのオブジェクトの入出力および制御形
式を共通化することにより，図 4の画面イン
タフェースで示すように，学習者が自分の好
みのオブジェクトを組み合わせることがで
きるオブジェクトマッシュアップ機能を実
現した．なお，画面左側は選択されたオブジ
ェクトと対応する学習戦略モデルが示され
た STO(Strategy-Tactics-Object)マップと
なっており，現在の学習環境がどのような学
習に向いているのかを学習者自身が知るこ
とができる．画面右側は実際の学習画面であ
り，独立した複数のオブジェクトがサブウィ
ンドウに表示され，これらを利用して学習を
進めることとなる．これにより，学習者は自
分の学習スタイルや能力に応じた学習支援
環境を自由にカスタマイズすることが可能
となる． 
 

 
図 4. オブジェクトマッシュアップ画面 

 
また，開発したプロトタイプシステムを利

用して，6 名の大学院生を対象とした 1 週間
にわたる調査を行い，本システムを利用する
ことで，学習者が意識する学習ストラテジが
増加する傾向にあったことや，IELTS の聴解
力テストの成績が向上する傾向にあったこ
とが示された． 
 

(3) 社会的ストラテジ実現のためのプラット
フォーム開発と適応的な学習支援機能の
実現 

 他の学習者と支援機能を通じてコミュニケ
ーションを行える機能を開発するとともに，
Android 等のモバイル端末で利用できるよう
にインタフェースを改善した．学習者はシス
テムにあらかじめ準備された学習ストラテ
ジモデルだけでなく，他の学習者が作成・利
用しているストラテジマッシュアップを参
考にオブジェクトを選択・消去することによ
って，学習環境を再構成することが可能とな
った．また，「聴解力」以外の英語学習への
適用として，スピーチシャドーイング（「発
音力」）を対象としたオブジェクトや，言語
間の語義の違いを意識して適切な英単語の
選択を支援する「記述力」に関するオブジェ
クトなど，より幅広い学習に対応したシステ
ムとして拡張した． 
  また，短期的な評価として，20 名の日本人
大学生・大学院生を対象として，STO マップ
の提示群と非提示群がどの程度オブジェク
トを組み合わせてマッシュアップを行える



かについての調査を行った．その結果，STO
マップを提示した群のマッシュアップの再
構成が有意に多いという結果となり，より良
い組み合わせを学習者が検討できる基盤と
なることが示唆された．さらに，ここで得ら
れた学習データを利用して，学習者の聴解力
レベルとマッシュアップの関係を整理する
ことで，適応的な学習支援のためのエンジン
を開発した． 
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